
JR四国・髙畠雅彦常務に聞く、基礎建設コンサルタント子会社化とM＆
A戦略

四国旅客鉄道株式会社（JR四国、高松市）は2024年12月、徳島を拠点に建設コンサルタント事業を展
開してきた株式会社基礎建設コンサルタント（徳島市）の全株式を取得した。人口減少の中、非鉄道事
業の強化を進めるJR四国にとって、このM＆Aの戦略的意義、その背景について、髙畠雅彦常務に聞い
た。

グループ戦略における基礎建設コンサルタントM＆Aの戦略的意義

―「基礎建設コンサルタント」の子会社化を決めた戦略的な理由について。

JR四国グループには、四国開発建設株式会社（高松市）という工事の施工を担う会社がありますが、建
設コンサルタントの機能はグループ内にありませんでした。そのため、土木構造物の設計業務等を受注
しても、外部のコンサルタントに委託していました。

今回、基礎建設コンサルタントをグループに迎えることで、これまで外注していた業務を内製化するこ
とが可能になります。
連結経営の観点からも、グループ全体で技術力を高めていく上でも、非常に良い機会だと判断しました
。

技術力をJR四国グループとして活用し、事業展開を加速

窓ガラスの笑顔が特徴的なJR高松駅

―基礎建設コンサルタントの技術力をJR四国グループとしてどのように活用していく予定ですか？鉄道
、港湾それぞれの分野について教えてください。

土木構造物の測量設計、そして施工まで、一連の業務をグループ内で完結できるようになることが大き
なシナジーです。
基礎建設コンサルタントには、土木構造物の測量設計を行うというコンサルタント業務を担っていただ
きます。それを四国開発建設が施工するという流れとなります。

基礎建設コンサルタントは現在、徳島県を中心に事業を展開していますが、今後はJR四国グループの一
員として、四国全域での事業展開が期待できます。
特に、鉄道関連の工事においては、基礎建設コンサルタントの専門知識と技術力が大いに役立つと考え
ています。

港湾に関しては、JR四国が発注する工事はありませんが、引き続き、官公庁からの工事受注をメインに
取り組んでいただきたいと思います。基礎建設コンサルタントがこれまで培ってきた一番の強みの部分
でありますので、今後も重要な事業の柱として考えています。

―基礎建設コンサルタントは、徳島を中心に展開しています。四国全域への事業展開、拠点整備につい
て、どのようなロードマップを描いていますか？



コンサルタント業務という性質上、必ずしも各県に拠点を設ける必要はなく、徳島にいながら四国全域
の仕事に対応できると考えています。しかしながら、港湾関係の仕事など、業務によっては事務所が必
要になるかもしれません。

その場合は、JR四国は四国4県に拠点を持っていますので、必要に応じてこれらの拠点を活用すること
も可能です。四国開発建設の事務所を間借りしていただくなど、柔軟な対応を考えています。

従業員の処遇とグループ全体での人材育成戦略
インタビューに応じるJR四国 常務 総合企画本部長 髙畠雅彦氏

―基礎建設コンサルタントの従業員の処遇や、今後の人材育成についてどのようにお考えでしょうか？
他県への人員配置やグループ内での人材交流はお考えですか？

従業員の皆様の処遇については、現在の水準を維持することを基本として考えています。
その上で、業績が向上すれば、処遇改善も検討していきたいと考えています。
JR四国グループには、グループ合同説明会というものがあり、基礎建設コンサルタントにも参加してい
ただくことで、採用活動を強化したいと考えています。

また、JR四国と基礎建設コンサルタントの間で人事交流を行うことも視野に入れています。
例えば、JR四国の土木部門の社員が基礎建設コンサルタントで測量調査や構造物設計の経験を積んだり
、逆に基礎建設コンサルタントの社員がJR四国の土木工事の発注や検査業務を経験したりすることで、
お互いのスキルアップに繋がると考えています。

―人員の確保が課題となっています。JR四国グループとしての技術者の確保・育成について、どのよう
な戦略をお持ちですか？

JR四国グループ全体で人材の確保には苦慮しており、各社が個別に採用活動を行っても、なかなか人が
集まらない状況です。
そのため、数年前からグループ合同説明会を実施し、少しでも多くの方にJR四国グループの仕事を知っ
ていただく機会を設けています。&nbsp;

基礎建設コンサルタントにもこの合同説明会に参加していただくことで、これまで接点のなかった学生
や求職者にもアピールできると考えています。

また、グループ会社間で人材の交流や異動を促進することで、個々のスキルアップを図るとともに、組
織全体の活性化に繋げたいと考えています。

JR四国といっても、四国出身者は全体の４割。JR各社との人材獲得競争も激しくなっており、しっかり
と広報活動を続けたいと考えています。

建設コンサルタント事業における今後の展望
高松駅前のJRホテルクレメント高松、髙畠氏も一時運営会社の社長を務めた

―建設コンサルタント事業における今後の売上目標や、収益計画についてお聞かせください。 

基礎建設コンサルタントは現在、徳島県を中心とした官公庁からの受注がほとんどです。まずは、この
実績をしっかりと維持していただきたいと考えています。
その上で、JR四国グループの一員として、四国4県全域での事業領域の拡大、鉄道関連の仕事や、鉄道
と連携した官公庁の仕事の受注を目指していただきたいと考えています。具体的な数値目標はまだあり
ませんが、まずは安定的に収益を上げていただくことが目標です。

―非鉄道事業の拡大戦略において、今回のM＆Aをどのように位置付けていますか？また、建設関連で



の今後のM＆Aの可能性をお聞かせください。

JR四国グループでは、鉄道事業だけでなく、ホテルや駅ビル、マンション、サーモン養殖など、様々な
事業を展開しています。
今回のM＆Aは、これらの新規事業を強化するための戦略の一つと位置付けています。

コロナ禍で鉄道事業が大きな打撃を受けた経験から、人流に左右されない事業をグループに取り込むこ
とが重要だと考えています。
建設関連での今後のM＆Aについては、現時点では具体的な計画はありませんが、四国地域を中心に、
必要に応じて検討していきたいと考えています。

―松山駅や高松駅の開発など、大型プロジェクトが進む中で、まちづくりに関して基礎建設コンサルタ
ントの知見をどのように活用していく予定でしょうか？

現在、JR四国グループでは、中期経営計画および長期ビジョンにおいて、まちづくりを重要なキーワー
ドとして位置付けています。
人口減少が進む四国において、鉄道会社として地域を活性化させるためには、人を呼び込み、人を集め
るためのまちづくりが不可欠だと考えています。

基礎建設コンサルタントには、これらのまちづくりプロジェクトにおいて、調査や設計、地質調査など
の分野で活躍していただきたいと考えています。

JR高松駅とローカル線を走る気動車

―M＆A戦略として四国外の会社も検討していますか？

まずは四国地域での事業基盤を確立することが最優先ですが、将来的には四国外の企業との連携も視野
に入れていきたいと考えています。

略歴：髙畠雅彦（たかばたけ・まさひこ）
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